「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	実施計画項目
	（２）　巡回相談指導事業の推進

	
	①　新たなホームレスの発見・把握　　

	実施計画内容
	　　　 ○　市町村、公共施設管理者、地域住民等と連携・協力し、新たなホームレスに関する情報を収集するとともに、ホームレスの迅速な発見、把握に努める。

	事業実績
	・大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会事業部会ブロック分科会（大阪市を除く府域４ブロック（豊能・三島、北河内、中河内・南河内、泉北・泉南））から大阪府ホームレス総合相談事業共同運営団体にホームレス巡回相談指導事業を委託し実施した。

・巡回相談指導事業においては、ホームレスが起居する都市公園その他公共の用に供する施設を管理する施設管理者（道路・公園・河川・鉄道・港湾施設等）と情報交換会を定期的に行うとともに、新たな把握があった場合は、相互に連携して情報共有するよう努めてきた。

・市町村との連携、協力により、ホームレスの早期把握に努めた。

 ＜ホームレス概数の推移（ホームレスの実態に関する全国調査(概数調査)）＞　　　　　  　(人)

　　　　時　点
平成22年１月
平成23年１月
平成24年１月
平成25年

１月
増減

【Ｈ22－Ｈ25】
大阪市を除く府域 
478
329
238
185
▲293(-61.3%)
内　訳
豊能・三島
103
81
55
49
▲54(-52.4%)
北河内
106
67
45
32
▲74(-70.0%)
中・南河内
112
69
46
34
▲78(-70.0%)
泉北・泉南
157
112
92
70
▲87(-55.4%)
・ホームレスは、平成22年１月の478人から、25年１月の185人まで、293人減少(-61.3%)し、ブロック別のホームレスも同様に減少した。
 ＜ホームレス把握状況(大阪市を除く府域における巡回相談指導事業）＞   

＜年度別把握状況＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　  　　　  (人)
　　　　時　点
平成21年度中
平成22年度中
平成23年度中
平成24年度中
新規発見
痕跡なし
新規発見
痕跡なし
新規発見
痕跡なし
新規発見
痕跡なし
大阪市を除く府域
413
536
182

313

97

171

83

137

　　内　訳
豊能・三島
96
115
51
80
25
44
40
52
北河内
107
173
46
67
25
46
17
27
中・南河内
82
88
32
70
26
40
10
24
泉北・泉南
128
160
53
96
21
41
16
34
  注)新規発見：当該年度中に新たにホームレスとして把握した人

　　  痕跡なし：当該年度中に路上での起居が確認されなくなった人
・新たに把握したホームレスは、平成21年度413人から24年度83人と、約２割に減少した。

	事業効果
	・市町村や施設管理者との連携、協力により、新たなホームレスの早期把握に努めた。

	課題・問題点
	・市町村や施設管理者との更なる連携体制の強化

	今後の取り

組み方向
	・施設管理者などの関係機関や地域住民と連携、協力し、広くホームレスに関する情報を収集し、路上生活に至った者の早期把握に努める。

	担当部室課
	福祉部地域福祉推進室社会援護課


「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	実施計画
項目
	（２）　巡回相談指導事業の推進

	
	　②　ホームレスの状況、ニーズに対応した支援方策の検討と支援の実施

	実施計画内容
	· ホームレスとの継続的な面談により、個々の状況やニーズを把握するとともに、それに応じた支援の方策を検討する。

· 福祉事務所、ホームレス自立支援センター、医療機関等の関係機関と連携、協力し、ホームレスの自立に向けて必要な措置、支援を行う。

· 健康状態の悪化等で緊急の援助が必要な場合は、医療機関、福祉事務所等関係機関と連携し、医療機関への搬送、無料低額診療事業の紹介など必要な情報提供、支援を行う。

	事業実績
	＜個別対応の状況（延べ件数） ＞　（大阪市を除く府域４ブロック）

福祉
事務所
への
報告

生活

（福祉）

相談

就労

相談

住宅

相談

医療
相談
指導
法律

相談

人権

相談

年金

相談

指導

自立
支援Ｃ入所
勧奨

その他（救急搬送他）

計

H21年度
1,340

945

148

473

596

91

34

44

175

  96

3,942

H22年度
1,429

1,053

 125

646

439

48

16

48

63

3,876

H23年度
1,133

662

  71

495

364

  45

  18

  27
  70

2,885

H24年度
1,191

  894

  38

440

322

23

   3

   6

  35

2,952

注）H21年度の「自立支援Ｃ入所勧奨」とは、堺市内のホームレス自立支援センター「おおいずみ」への入所勧奨。なお、同センター「おおいずみ」はＨ21年度末で廃止となった。

	事業効果
	・上記の取り組み等によるホームレスの状況に応じた支援を行うことにより、ホームレス数の減少に効果があった。

＜ホームレス概数の推移（ホームレスの実態に関する全国調査(概数調査)）＞　　（人）　　【再掲】

　　　　時　点
平成22年１月
平成23年１月
平成24年１月
平成25年

１月
増減

【Ｈ22－Ｈ25】
大阪市を除く府域
478
329
238
185
▲293(－61.3%)
＜路上生活からの脱却状況＞（大阪市を除く府域４ブロック）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(人) 

                                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          

入院

生活保護による居宅設定

住み込み

就労

施設入所

年金受給等

計

H21年度

153

124

７

151
10

445
H22年度

105

216

１

33

8

363

H23年度

77

130

0

44

4

255

H24年度

88

103

2

41

6

240

注）H21年度の「施設入所」には、堺市内のホームレス自立支援センター「おおいずみ」入所者
137人を含む。

	課題･
問題点
	・ホームレスの高齢化や路上生活の長期化への対応　

・社会的関わりを望まないホームレスへの対応

・多重債務や心身の障がいなど様々な問題を抱えるホームレスの相談内容の多様化への対応

・緊急の援助を必要とする場合への対応

	今後の取り
組み方向
	・ホームレスとの継続的な面談により、個々の状況やニーズの把握を行う。
・路上生活が長期に及ぶ者や、路上生活からの脱却を望まない者、社会との関わりを望まない者に対しては、粘り強い相談活動を通じて信頼関係を構築し、その状況やニーズの把握を行う。

・個々のケースごとに、関係機関や専門職との連携を図り、状況やニーズを踏まえた支援方策を検討する。

・健康状態の悪化や事故などにより緊急の援助を必要とする場合は、医療機関、福祉事務所、保健所、救急などの関係機関と連携し、医療機関への搬送や受診の同行など、適切な医療の確保を図る。

	担当部
室課
	福祉部地域福祉推進室社会援護課



「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（２）　巡回相談指導事業の推進

	
	　③　専門的な対応を必要とする相談の充実

	実施計画内容
	· 健康状態についての不安、心身の障がい、多重債務等、様々な問題を抱え、専門家の援助を必要とするホームレスが多いことから、こうした問題に対応できる、医師、精神保健福祉士、弁護士等の専門家が同行した相談体制の充実を図る。

· 女性や児童を伴うホームレスに対しては、福祉事務所、女性相談センター、子ども家庭センター等関係機関と連携を密にして支援を行う。

	事業実績


	・弁護士、精神保健福祉士及び保健師等の専門職が同行した巡回相談の状況は以下のとおりである。

＜個別対応の状況（延べ件数） ＞（大阪市を除く府域４ブロック）【再掲】
医療相談指導

法律

相談

人権

相談

H21年度
596

91

34

H22年度
439
48
16
H23年度
364

  45

  18

H24年度
322

23

   3

・ホームレスの女性相談センターでの保護実績は、年間６件となっており、福祉事務所、警察からの入所依頼である。なお、子ども家庭センターにおける養護相談（浮浪）の受付実績は、年間12件となっている。

	事業効果
	・専門職が同行をする巡回相談の実施により、ホームレスの健康状態への不安、心身の障がい、多重債務等の個々の課題の解決につながった。
・女性や児童を伴うホームレスに対しては、生活保護による住宅設定や救護施設への入所支援など、自立支援につながっている。

	課題・
問題点
	・多様な課題を抱えるホームレス及びホームレスになるおそれのある者（以下、「ホームレス等」という。）への専門的な支援

	今後の取り組み方向
	・今後とも健康状態の不安、心身の障がい及び多重債務等多様な課題を抱えるホームレス等に対して、弁護士、保健師及び精神保健福祉士等の専門職が同行した巡回相談指導事業を継続する。

・引き続き、保護を必要とする女性や児童を伴うホームレスに対しては、福祉事務所、女性相談センター、子ども家庭センター等関係機関と連携し、性別や年齢に配慮したきめ細やかな支援を行う。

	担当部
室課
	福祉部子ども室家庭支援課

福祉部地域福祉推進室社会援護課



「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	実施計画項目
	（２）　巡回相談指導事業の推進

	
	　④　社会的な係わりを望まないホームレス等に対する支援等

	実施計画内容
	· 長期間ホームレス状態にあり、自立意欲が喪失又は減退した状態にあるホームレスや社会的係わりを望まないホームレスに対し、巡回相談指導事業を通じた粘り強い面談を試み、その状況やニーズを把握することに努める。

· 必要に応じて専門相談機関、医療機関、さらには民間団体とも連携・協力し、継続的な面談を試み、社会的関係の回復を目指した自立支援に繋げる。

	事業実績
	・巡回相談指導事業において、社会的な関わりを望まないホームレスに対して、密なコミュニケーションを図るため、粘り強い相談活動を行った。また、精神保健福祉士などの専門職や専門の相談機関より助言を得て、支援に当たった。

・巡回相談員の定期的な訪問により、見守り支援を実施した。

	事業効果
	・上記の取組み等を通じ、ホームレスの状況に応じた支援を行うことにより、ホームレス数の減少に効果があった。

・ホームレスの健康状態の悪化など緊急に援助を必要とする場合には、医療機関に搬送するとともに受診に同行した。

	課題・問題点
	・コミュニケーションをとることが難しいホームレスへの支援方策

・緊急の援助を必要とする場合への対応

	今後の取り
組み方向
	・必要に応じ精神保健福祉士などの専門職や専門の相談機関と連携、協力し、社会的関係の回復を目指した支援を行う。

・健康状態の悪化や災害などの緊急時に適切な支援につなぐことができるよう、見守り支援を継続する。

	担当部室課
	福祉部地域福祉推進室社会援護課


※上記「個別対応の状況」及び「路上生活からの脱却状況」の表には、巡回相談指導事業により支援した緊急一時宿泊事業(H22.1～)利用者を含む。





※上記「個別対応の状況」の表には、巡回相談指導事業により支援した緊急一時宿泊事業(H22.1～)利用者を含む。
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